
メタボリックシンドロームのメカニズム

血圧 収縮期血圧130mmHg以上かつ/または拡張期血圧85mmHg以上

　内臓脂肪型肥満に高血圧・高血糖・脂質代謝異常が組み合わさった病態を、メタボリックシンドローム（内

臓脂肪症候群）といいます。

血糖値

脂質異常

空腹時血糖110mg/dl以上

中性脂肪値150mg/dlまたは/かつHDLコレステロール値40mg/dl未満

内臓脂肪

型肥満
血圧高値

血中脂質

異常
高血糖

メタボリック

シンドローム

3項目のうち2項目以上該当

不健康な生活習慣

（摂取エネルギー＞消費エネルギー）

内臓脂肪の蓄積

（腹囲：男性85㎝以上 女性90㎝以上）

脂肪細胞からの

生理活性物質分泌が増加

インスリンの働きを弱める

物質が増加

血圧を上昇させる物質の

増加

悪玉コレステロール物質の

増加

高血糖 高血圧 脂質異常

動脈硬化が進行

心臓病 脳卒中 糖尿病合併症などの発症・重症化

本来脂肪細胞からは、いく

つもの生理活性物質が分泌

されているが、それらが過

剰に溜まることによって働

きが抑えられ、生活習慣病

になりやすくなるとともに、

動脈硬化が進み、放置して

おくと心臓病や脳卒中など、

命の危機をさらす病気をま

ねくことになる。

メタボリックシンドローム

内臓脂肪の蓄積や体重増

加が血糖や中性脂肪、血

圧などの上昇をもたらし

動脈硬化を引き起こすこ

とにより、心臓病や脳卒

中などの原因に至る。

★内臓脂肪型肥満★

腹囲 男性：85㎝以上女性：90㎝以上

BMI 25以上


